
諭文内容の要旨

博十論文題目並列計算機の解析ﾓﾃﾞﾙに[i-]する桝先

氏名城和貰

本論文は,ｷｬｯｼｭﾒﾓﾘを有し,かつｷｬｯｼｭｺﾋｰﾚﾝｽ;l;-り御を-ｰ

ﾄﾞｳｪｱが支援する共有ﾒﾓﾘ弛並列計算機に対する.縦率過程を利川した)'(),JI]一析

ﾓﾃﾞﾙに関する研究をまとめたものであり,序諭･結論を含めLつの音からなっ

ている.

第-一一葺では,本桝究の背岩, l川JJ.およびそのJL:.-,'義を述べるとともに.本.言命丈

内容を概説している.

第二章では,過去V_LH-'-一世紀にわたるi巨列計笥二機に対する解析ﾓﾃﾞﾙの桝光につ

いて,対象とするｱｰｷﾃｸﾁｬを人まかに川樺類に分類した卜で,順次解説す

るとともに,その間題点を述べている.

第三章では,ｾﾐﾏﾙｺﾌ過程,およびｷｬｯｼｭｺﾋ-ﾚﾝｽ制御方式の-

つであるｼﾅﾌﾟｽﾌﾟﾛﾄｺﾙとﾄﾞﾗｺﾞﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙなど.本論丈内容を上堅解する

上で必要な予備知識を与えている.

第四章では,本論文の中核をなすSMCI (Semi marlく()V Memory LLnd Cと1Chc

coherencc lntcrrercnce)ﾓﾃﾞﾙを提某している.本ﾓﾃﾞﾙの人きな特徴は, ｣人

態数が,対象とする並列計算機の規模に依存せず.そのl一▲で採川しているｷｬｯ

ｼｭｺﾋ-ﾚﾝｽ制御方式によってのみ決まることを述べている.ﾆのことは.

本ﾓﾃﾞﾙの計算時間が,ｼｽﾃﾑ規模に依存しないことを怠味する.さらに.本

ﾓﾃﾞﾙにおいて,ｷｬｯｼｭｺﾋ-ﾚﾝｽ制御)j式として損もi_ii純なｼﾅﾌﾟｽﾌﾟ

ﾛﾄｺﾙを取り上げて,状態碓率と各種詐価尺度を導仁t_f.している.これらを)占に.

ﾌﾟﾛｾｯｻ利用率について実際の評価を行ない,その結果,本ﾓﾃﾞﾙが`)i際のｼ

ﾐｭﾚ-ｼｮﾝで求めた結果に対する良好な近似をLj--え,さらに,.汁/･ll,l(_帖間もｼ

ﾐｭﾚ-ｼｮﾝLl引呂=こ比較して人幅に恕!･-_縮できたことを＼■/-..;-1I･Iしている.

第~-flJ_章では, l)jJ-章で提某したSMCrﾓﾃﾞﾙを.より複雑なｷｬｯｼｭｺﾋｰﾚﾝ

ｽ制御方式であるﾄﾞﾗｺﾞﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙに過川している.そのi.1iA火, Fj'rjtl;'.J:の)'(l,'f-析ﾓ

ﾃﾞﾙにおいて,状態定義の容易な修L卜のみで過)-f]=]ｰ能であることを,jtし.本ﾓﾃﾞ

ﾙのｷｬｯｼｭｺﾋ-ﾚﾝｽ制御jj式に関する汎月‖牲を明らかにしている.

第六章では, SMCIﾓﾃﾞﾙの大規模並列計算機への適用について述べている.そ

の--一-つとして,ｸﾗｽﾀ桟成の大規模#_列計算機を収り_l二げ, SMCIﾓﾃﾞﾙを拡張

した階層型SMCIﾓﾃﾞﾙを提案し,各種諦仙)く度を導.LHしている.これによって,

本ﾓﾃﾞﾙが,対象とする_II巨列計算機の規模に関して拡蝦性があることを,Jl-してい

る.

第L草では,以_卜の桝究成果についてまとめ,今後の.言火過をLﾘjらかにしている.
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論文蕃査結米のJL&-･旨

本論文は,ｷｬｯｼｭﾒﾓﾘを有し,かつｷｬｯｼｭｺﾋｰﾚﾝｽ;Iilj/fl:･ljを--

ﾄﾞｳｪｱが支援する共有ﾒﾓﾘ型並列計算機の性能解析ﾓﾃﾞﾙとして, ,汁/.;Jlt.--[Llj---Hi-]

の少ない解析ﾓﾃﾞﾙであるSMCI(Semi -mark()v Mem()ry and Cache

coherence rnterference)ﾓﾃﾞﾙを捉案するとともに,本ﾓﾃﾞﾙの妥､1'J件,汎川件,

拡張性を示したものである.本論文の主な成米は以卜に要約される.

l.ｷｬｯｼｭﾒﾓﾘを有し,かつｷｬｯｼｭｺﾋ-ﾚﾝｽ制御をﾊ-ﾄﾞｳ工

ｱが支援する共有ﾒﾓﾘ型_並列計貸機を対象として. ､_l_'I該.汁筒機Lで:"',-_列

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行させたときの計算機ｼｽﾃﾑの挙動を把握できる,.汁算

時間の少ない解析ﾓﾃﾞﾙS池CIﾓﾃﾞﾙを捉案した.

2.本ﾓﾃﾞﾙを川いた解析~r法を催;[.し. 1人態fTJJ[(=-;率と各椎.i,=1‖i)1比を導川した.

3.本ﾓﾃﾞﾙを川いた解析結果を詳細なｼﾐｭﾚｰｼｮﾝi.Ii一米と比較すること

により,本ﾓﾃﾞﾙが近似精度の高いﾓﾃﾞﾙであることを＼■/-_L;[1-Iした.

4.ｷｬｯｼｭｺﾋ-ﾚﾝｽ制御jj式として, Jk川化されている;I;-り御)j式のrT)

で最も単純なｼﾅﾌﾟｽﾌﾟﾛﾄｺﾙと巌も複架作なﾄﾞﾗｺﾞﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙに.本

ﾓﾃﾞﾙを適用し,状態定義の容易な修11_:_のみで. r'J川Ij御方式に過川LIJ一能な

ことを示した.これにより.巽なるｺﾋ-ﾚﾝｽ制御)J-式に侠jして.本ﾓ

ﾃﾞﾙは汎用性が高いことを,j-tした.

5.人規模並列計算機ｱ-ｷﾃｸﾁｬの一つであるｸﾗｽﾀ構城の､i(,-_列.汁併機

を対象に,本ﾓﾃﾞﾙを拡脹した階層型SWCTﾓﾃﾞﾙを提某し,状態[7-Jlf=-;率や各

種詐価尺度を導出した.これにより,対象とする:Lf,-_列.汁/LIA!,l-二機のL=ii校に対し

て,本ﾓﾃﾞﾙは拡張件が高いことを示した.

以_Lのように,本諭文は,ｷi7ﾂｼｭﾒﾓﾘをｲJ-し.かつｷi7ﾂｼｭｺﾋ-ﾚ

ﾝｽ制御をﾊ-ﾄﾞｳ工ｱが支援する)L--ｲJ-ﾒﾓﾘ)1.:'_J_､1l',-_列.汁}tl;-'_機の什能)/(J,'Il一析ﾓﾃﾞﾙを

提某し,本ﾓﾃﾞﾙの安､I''7･r/f=_,汎川件.拡脹性を＼一/L_Li-11三したものであり..汁/･;T_機ｱｰ

ｷﾃｸﾁｬの分野において, Jlj･':術l∴尖際卜寄Jj･するところが少なくない.よっ

て,本論文は,悼L ( l-_ﾉ羊)の`羊位論丈としてI[IIi仙あるものと.i忍める.


